
園児の健康状況（7月） 

・風邪・熱・咳・蕁麻疹 

・湿疹・りんご病・鼻水 

※上記の症状でお休みする 

お子さんがいました。 

プール遊びが始まり、子どもたちの楽しそうな声が響き渡っています。水に触れることで

皮膚を丈夫にし、心肺機能も高めます。また、体を動かすことで気持ちも開放的になるこ

とができます。プール遊びを通して、心も体も鍛えていきましょう。 
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エアコンをつけ、涼しくした車内でも熱中症
には注意が必要です。水分補給はもちろん、
日除けなども使用しましょう。また、車に長
時間乗る場合は、こまめに休憩をとり、お子
さまを少し歩かせるなど、外気に触れさせて
気分転換をしてあげましょう。 

車内の注意点 

プールで感染しやすい病気 
咽頭結膜熱（プール熱） 
プールを介した感染率が高いことか
ら「プール熱」と呼ばれています。高
熱、喉の腫れ（首のリンパ節炎）、結膜
炎などを伴い、かぜに似た症状が出ま
す。 

流行性角結膜炎（流行り目） 
接触感染が主で、充血、目やに、ごろ
ごろした異物感の他、発熱を伴うこと
があります。 
プールの水で濡れたタオルや水着な
どが感染媒体になります。 

※どちらの病気も出席停止扱いになります。 

鼻をほじるくせのある子は、鼻
の粘膜が弱くなり、鼻血が出や
すくなります。無意識のうちに
やってしまうようなら、寝てい
る間は手袋をするのもいいでし
ょう。 

鼻をたいせつに 

８月７日は「鼻の日」 


